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 ＣＲＤＳについて

研究開発戦略の策定プロセスについて

 エネルギー、インフラ関係の研究開発について

付属資料

研究開発戦略センター設立以降の１０年とセンターの主たる活動
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2003年7月設立 平成25年度予算 574百万円
人員67名（常勤、非常勤）

CRDSの運営体制
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 科学技術政策の立案者と研究者との意見交換の場の形成

ｰ 第一線の研究者とのワークショップ

ｰ 行政官を交えた意見交換

 研究開発動向の国際比較を含めた俯瞰的な調査・分析

ｰ エネルギー、ライフサイエンス、電子情報通信、

ナノテク・材料、システム科学、主要国の科学技術

戦略をカバー

 日本全体を視野に入れた、今後必要な研究開発領域、研究
課題及びその推進体制等を提案

CRDSのミッション
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ＣＲＤＳの研究開発戦略作成プロセス
社会的期待と研究開発領域の双方を等価に視野に入れ、両者を結びつける

社会的期待と科学技術の
「邂逅」

領域統合・役割連携を含む
イノベーションにつながる
研究課題の構成

社
会
的
期
待
ニ
ー
ズ

戦略プロポーザル
（提言）
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海外の研究開発状況との比較

・研究開発領域ごとの国際比較調査

・テーマ別の調査

・国別の定常的な海外動向調査

研究・開発投資（ｅｘ：戦略目標の設定）、研究システム改革・制度設計等への展開
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 特定の科学、技術分野の視点になる可能性

 研究は、独創的であればあるほど、装置、製品、プロセス、システム等にす
るためには、関係性のある領域との融合や役割連携が必要になり、イノベ
ーションの実現にまで長い時間が必要となる。

 課題解決型のものも含め、イノベーション実現には、社会的期待を出発点
として、研究課題を導き出すことにより、研究課題を構成的、統合的にとら
える必要がある。

 ばらばらに行われている、あるいは行われる可能性の研究プロジェクトに
ついて、それぞれの役割の明確化、連携、融合により、社会的期待を満た
すような組合せを予め想定のうえ、ファンディグの設計をすることが必要。
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社会的期待発見に基づく領域横断的研究開発課題の構成の必要性

研究開発における課題設定の問題点



DESIGN

•ほぼ避けられないもの

•科学技術以外に必要なもの
•科学技術の寄与が可能か

FACTS

TRENDS

•既に顕在化しているもの

VISION
あるべき社会の姿

どのような対処が可能か

１０年後までに起こる変化
の方向性

現在から10年後までにかなり
高い確率で発生する社会状況

課題達成型研究開発戦略の策定に向けて

研究開発課題

7



課題達成型研究開発戦略の分析過程の一例
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豊かな持続性社会：ビジョンと主要な社会的課題

◆ テーマ1：国際連携ができる社会

◆ テーマ2：地球環境・エネルギー問題への対応力がある社会

2-1
日本におけるエネルギーベストミックスの実現に向けた既存エネルギーの革新と次世代エネルギーの拡大に
関する技術開発

2-2 Smart Rural（仮称）の構築に向けた地域環境適合型エネルギーシステムの開発

2-3 高効率エネルギー都市の創造に向けた実空間における人、物、エネルギーの流れの解明と効率化に関する技術開発

2-4 エネルギー環境政策立案への活用に向けた社会予測技術の開発

2-5 エネルギー長期安定供給確保のための国際戦略を支える基盤技術の構築

◆ テーマ3：社会インフラの保守・修復・構築力がある社会

3-１ 自然災害対応型社会インフラのデザインと構築

3-2 地域・都市単位での、インフラ構築・保守・運営の最適化

◆ テーマ4：心身の健康寿命がのばせる社会

4-1 超高齢化・人口減少を見据えた社会デザインに資する予測科学の推進

4-2 高齢者が社会的・経済的価値を生み出す社会システムの構築に向けた研究開発

4-3 医療の最適化に資する疾患リスクマネジメントシステムの構築

4-4 超高齢社会における低コスト医療・介護システムの構築

4-5 医療・健康産業の国際化に資する研究開発プロセスの革新

◆ テーマ5：1人ひとりが能力を発揮できる社会
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2013年度作成途上の戦略プロポーザル 1/2

分野 テーマ 目的

環境・エネルギー 高効率都市
（エネルギー利用と物質・人の
移動の超高効率化による高度
都市機能の実現）

変化する都市の機能を継続的に高
度化、維持、管理できる社会の構築
に向けた研究開発戦略を立案する。

システム科学 社会インフラ
（強靭で持続可能な社会イン
フラのデザインと構築）

異種インフラの連携・協調による社
会システムの頑健性・復元性強化の
ための研究開発

ライフ・臨床 疾患リスク
（国民の一生涯を通じた疾患
リスクマネジメントシステムの
構築）

国民の一生涯を通じた、高いQOLの
維持（医療費・介護費等の低減、医療産
業活性化の視点も含む）
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2013年度作成途上の戦略プロポーザル 2/2

分野 テーマ 目的

電子情報通信 知のコンピューティング 知の創造を促進し、科学的発見や社
会への適用を加速する。

ナノテク・材料 生体材料
（固体表面バイオインターフェ
イスの創製）

固体表面に特異的な結合力をもつ
分子を活用し、超高感度生体分子解
析、細胞の解析・制御を可能とする
バイオインターフェイスの創製を目
指す。

ライフ・臨床 再生医療

（（新しい再生医療の概念

「先制的自己再生」の検討）

体内の細胞を制御することで細胞を
用いず再生（自己再生）させる技術
の確立と、当該技術の先制医療へ
の応用の検討を行い、先制的自己
再生という新しい医療コンセプトを発
信する。

イノベーション オープン・イノベーション 産学共創イノベーションが成功する
具体策を、国内外事例調査に基づ
いて提案する。
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環境・エネルギー分野の範囲と構造

12出所： JST-CRDS 研究開発の俯瞰報告書 環境・エネルギー分野（2013年）



取組みを強化すべきエネルギー研究開発の分野
●供給サイド:   当分の間、主として化石資源に頼らざるを得ず、その効率の格段の向上と、

中長期的な再生可能エネルギーについての技術確立
●需要サイド:   再生可能エネルギーも含めたエネルギー総合利用効率の向上、緊急時エネ

ルギー確保を可能とするスマートなエネルギー需給要素技術の研究開発、社会制度も
含めたシステム技術の研究開発を急ぐことが必要
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供給サイドの研究開発の課題

●既に、太陽光、バイオマスの基礎・応用研究のプロジェクトが数多く実施。
研究成果も出ているが、産業化で諸外国に劣る

 DOEは太陽光発電プログラムプロジェクトSunShotで、中小・ベンチャーに対し「技術ロードマッ
プにのっていない」 課題を公募。proof-of-conceptから pre-commercial pilot scale」の研究開
発の加速に成功

DOEの投入予算 $104 million, 54 projects 
誘発されたVC投資 $1.7 billion
成功例: PrimeStar(GEが買収), Alta Devices, SoloPower, Solaflect, etc.

 2014年予算で、その他分野への拡大を表明。

 限られた予算の中で対処しきれないテーマの拾い込み、製造コストの引き下げ、中小・ベンチャ
ー企業による雇用創出の点で注目に値する。今後も動向を注視する必要。

(参考) 米DOE(エネルギー省)のTechnology Incubation Program
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